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　　　　　　　　　　遊星面課月報（7月）

　火星は日一日遠ざかりつつも，未だ観測可能範園内ではあるが，7月に入

って天詩歌態，シ1イング共に悪くなり事實．E槻測をする日は砂く，見取圖

も大して集まらない．

　火星表面の異駄としては火星の秋分を過ぎて，北極冠は釜々大きくなりつ

つある・又Tharsis地方に出た黄白色の大きい雲も曇天に妨またげられ乍ら

もその出現をキヤツチし得た．

　丁度，北半球の冬になる時期に，地球上の悪天候に阻まれて北極冠結成の

連署観測及季節的攣化を充分見究め得なかったのは淺念である．

　木星は火星に更って我々テレスコピストの眼を塾しませてくれる．表面の

縞模様は1936年度と大差はない，例の大赤斑は，今年に入っていよいよ桃色

が強くなり中ロ経によると美しいPinkish－Redを呈してみる．

　木星の縞の周期攣化も面白い研究目標である．火星程大きい口維を必要と

しないから8－15糎級の器械の活躍を期待する．

　土星が三二以後の東天を賑はしてみる．本瓦の詳細を見るのには大口維を

必要とするが，リングの美観は小口経で美事である．

　火星の観測も8月三旬を以て打切る故，観測された方は纏めて御報熱願ひ

度い．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（E，D．）

　　　　　　　　　流星課月報（73）
5月及6月の観測概況

吉井，佐野，實方の3氏及び小棋の観測の外は若干の火球が報告されてる
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る丈である・未だ到着してみないものもあるので詳報は後に譲る．

　流星群の出現歌況

　5月5日二佐二二は19時40分より20時30分までの50分闇の槻測中に，獅予座

60星附近より放射する7個の流星を見られた，光度は3等乃至5等，速度は中

乃至速の恋のであった．この流星群は3日後の5月3日及び5日後の10夜にも同

氏によって検出されてみる．

　佐野氏は同じく5月9日，10日，11日の爾3朝水瓶座η流星群を目的として

観測された．この中目的の水瓶群は甚だ帝座であったが，10日及11日の朝は

こうま座δ附近に輻射黙を有するかなり顯著な流星群の活動を認めてみる．

　6月に入って9日及び11日夜は小門により，10日夜は佐野，實方爾氏によっ

てシグスマン流星を探索されたが，これに屡するものと思しき流星は殆んど

全く見られなかった．

　5月及6月の爾月聞にはこの外，本田實（廣島），木邊（滋賀），松橋町四郎（東

京），松本大三（松江高校）の諸氏から火球の報告があった．

　7月に入って小棋は3，7，10，19，20の5門門測をやったが，10日夜には早く

もペルセウス流星と目さるべき流星を1個認めた．19日曉には典型的な停止

流星を見た，一等は負1等といふ弧光のもので見事であった．位置はα・＝32．r）

δ　・＝＋47．0であった．同夜にはペルセウス流星群に属すべしと思はるもの

3～4個があった．（小横孝二郎）

アルゴル（ペルセウス座ベータ星）の極小豫報

9月17HO時
　　］9，　20．，r）

10　7　1．or

　　9　22

　12　19
　t｝o　o

11月1日21時

　　19

　　21　22

　24　19
12　12　O．5

　　14　21

　17　18

比較星 ct　？ersei

T　Andromedae　2．20

B　Cassiopeiae

B　Arietis

’一@Persei

　此の星は容易に肉眼で観測でき，李常光度

は2．2等で極小時球5時置程より減光開始3．5等

に達しその後5時闇して復光する．その闇10

分毎位に周園の星と比較してみると美事なV

型の光度曲線が得られる．

　　等　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　等

　1．90　ePersei　2．96
　　　　　　　／・　”　／t）’．08

　2．42　ct　Triangu］i　3．58

　2．72　v？ersei　3，93
　2，9，　1



424　　　　　　　　　　　　東亜天文協倉灘脚部月報　　　　　　　　　　天界197

　　　　　　　　　黄道光課報告（1937年6月分）

　　　　　　　　　　　課長　荒木健兇

　初夏の西天の黄道光がすばらしV・明るさで，瀬戸では寓眞に妬められた．

また，東天の黄道光も明るく，瞬断観測者は廣瀬，佐野師君のみであったが，

1，2，4，9，10，14，19の諸日に調べられ，頂鮎は随分高く，光帯もよく見ら

れた．天氣がわるくて，多くの観測が出來なかったことは淺念

　瀬戸の國際中央局の外國との交渉はひろめられつつある．

太陽画調報（1937年6月及7月）
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　以上の通り太陽黒黒占槻測報告受理，諸種の都合に依り本欄例月の型式を今

後省略す．

　　　　　　　　　攣光星課報告（40）

　　　　　　　　　　　倉敷小山秋雄

　1937年4月一1937年7月置観測報告．激　（天界193號の績き）
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　詳細は槻測月報（謄爲版刷本年8月で37號に達す．小山宛申込の事）を見ら

れ疫い．倫攣光星圖の型録新に作成された．

　琴座べ1タ星の観測
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　アルゴルと共に食攣光星の

代表者である．此の星は周期

H各・12．09日　3．4等よ　り4．3回目二攣

る星であるが，1935．36年に木

品成麿，西井宗一，加藤孝一，

小澤喜一，武安研二，河合孝

一，井澤一男，崔部進，同守

子の諸氏よ鰐蜆測報告を受け

た．双眼鏡を用みた人も2，3

あるが，他はすべて肉眼であ

る．光度曲線の書けるものは

別圖に示した．＝t’リウス日

2427950が元期にとってある．

庇の程度の結果では學術的寄

値は大してないが，微妙な第2

極小の凹みも認められ，山々

面白v・ものである．


